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平
穏
に
終
わ
り
を
迎
え
る
と
思
わ
れ
た
通
常
国
会
。
会
期
末
の
６
月
11
日
、

民
主
、
社
民
、
国
民
新
は
共
同
で
、
福
田
首
相
問
責
決
議
案
を
提
出
し
た
。
道

路
特
定
財
源
暫
定
税
率
の
再
議
決
の
際
、
民
主
党
は
福
田
首
相
に
対
す
る
問
責

決
議
案
を
提
出
す
る
構
え
を
見
せ
て
い
た
が
、
法
的
拘
束
力
が
な
く
、
衆
議
院

の
解
散
総
選
挙
に
追
い
込
む
こ
と
が
出
来
な
い
と
判
断
、
断
念
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
法
案
が
参
議
院
で
可
決
さ
れ
、
沖
縄
県

議
会
選
挙
で
民
主
党
が
大
幅
に
躍
進
し
た
こ
と
で
強
気
に
な
り
、
再
度
、
問
責

決
議
案
問
題
が
浮
上
し
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
出
す
と
言
っ
た
り
、
引
っ
込
め

た
り
、
民
主
党
の
戦
術
、
戦
略
は
党
利
、
党
略
、
政
局
が
先
行
し
て
全
く
理
解

に
苦
し
む
。
問
責
決
議
案
の
可
決
に
対
抗
し
て
、
６
月
12
日
、
与
党
は
衆
議
院

で
福
田
内
閣
信
任
決
議
案
を
通
し
、
福
田
内
閣
を
信
任
し
た
。
７
月
に
は
北
海

参議院、福田首相問責決議案を可決
与党、内閣信任決議案で対抗

参議院、福田首相問責決議案を可決
与党、内閣信任決議案で対抗

理
解
に
苦
し
む
民
主
の
国
会
対
策

組
ん
で
い
る
ル
ワ
ン
ダ
の
女
性
達
の
活
躍
の
映
像
も

あ
っ
た
が
、
多
く
は
部
族
間
の
戦
乱
、
貧
困
、
飢
餓
、

エ
イ
ズ
、
地
球
温
暖
化
に
悩
む
ア
フ
リ
カ
の
姿
で
、
改

め
て
ア
フ
リ
カ
の
人
々
の
厳
し
い
、
過
酷
な
生
活
を
思

い
知
ら
さ
れ
た
。
★
ア
フ
リ
カ
会
議
終
了
後
、
ロ
ー
マ

で
世
界
食
糧
サ
ミ
ッ
ト
が
開
か
れ
、
世
界
の
食
糧
問
題

が
話
し
合
わ
れ
た
。
食
糧
生
産
国
の
輸
出
規
制
、
バ

イ
オ
燃
料
の
増
産
、
原
油
の
価
格
高
騰
、
中
国
、
イ

ン
ド
な
ど
の
食
糧
消
費
の
増
大
に
よ
っ
て
、
食
糧
価
格

が
異
常
に
高
く
な
り
、
そ
れ
が
又
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の

食
糧
難
に
拍
車
が
か
か
っ
て
、
多
く
の
人
々
が
飢
餓
状

態
に
追
い
や
ら
れ
て
い
る
。
★
福
田
首
相
は
備
蓄
米

30
万
ト
ン
を
ア
フ
リ
カ
を
中
心
に
緊
急
援
助
す
る
こ

と
を
表
明
し
た
が
、
そ
れ
が
ど
の
程
度
、
困
っ
て
い
る

ア
フ
リ
カ
の
人
々
の
食
糧
難
解
消
の
手
助
け
に
な
る
の

か
。
そ
れ
よ
り
先
ず
援
助
米
が
必
ず
末
端
の
国
民
に

ま
で
配
給
さ
れ
る
の
か
、
政
府
関
係
者
、
軍
部
に
賄

賂
が
横
行
し
て
い
る
だ
け
に
、
気
が
か
り
な
点
で
あ

る
。
★
言
う
ま
で
も
な
く
、
ア
フ
リ
カ
問
題
の
解
決

策
は
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
先
進
国
の
援
助
に
、
過
度
に

依
存
す
る
こ
と
な
く
、
一
日
も
早
く
、
自
ら
の
足
で
、

歩
む
こ
と
が
出
来
る
国
家
を
目
指
す
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
日
本
や
先
進
国
が
ア
フ
リ
カ
経
済
の
自
立

に
向
け
て
何
を
す
べ
き
か
、
何
が
一
番
良
い
方
法
か
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
の
発
展
、
平
和
は
周
り

回
っ
て
世
界
の
利
益
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

恒 心

★
第
4
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
開
催
を

記
念
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
衛
星
放
送
で
、
連
日

に
わ
た
り
25
時
間
の
規
模
で
、
関
連
番

組
を
放
送
し
て
い
た
。
見
ご
た
え
の
あ

る
番
組
が
多
か
っ
た
。
国
造
り
に
取
り

道
洞
爺
湖
で
サ

ミ
ッ
ト（
主
要

国
首
脳
会
議
）

が
開
催
さ
れ

る
。
日
本
の
首

相
は
議
長
国
と

し
て
指
導
力
を

発
揮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

首
相
を
傷
だ
ら

け
に
し
て
送
り

出
す
と
は
、
サ

ミ
ッ
ト
の
成
功

も
国
益
も
国
家

の
尊
厳
も
考
え

な
い
、
全
く
未

熟
で
無
責
任
な

民
主
党
で
あ
る
。

問責決議案の趣旨説明をする民主党輿石参議院議員会長
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衆
議
院
外
務
委
員
会

中
国
四
川
へ
の
緊
急
援
助
隊
で
質
疑
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衆
議
院
で
地
域
力
再
生
機
構
法
案
を
審
議

二
ノ
湯
政
務
官
、
答
弁
に
立
つ

ケブーザ・モザンビーク大統領と

ア
フ
リ
カ
開
発
会
議

夜
遅
く
ま
で
各
国
首
脳
と
懇
談

中
国
四
川
省
で
起
き
た
大
地
震
に
よ
る
被
災

地
に
、
日
本
の
国
際
緊
急
援
助
隊
が
派
遣
さ
れ

た
。
大
地
震
発
生
後
、
中
国
政
府
か
ら
派
遣
要

請
が
あ
れ
ば
、
直
ち
に
出
動
で
き
る
よ
う
に
態

勢
を
整
え
て
い
た
が
、
中
国
側
の
事
情
で
、
要

請
が
あ
っ
た
の
は
地
震
発
生
か
ら
4
日
後
で

あ
っ
た
。
要
請
か
ら
3
時
間
後
に
は
成
田
空
港

に
集
合
、
現
地
に
向
か
っ
た
。
消
防
庁
を
中
心

と
す
る
緊
急
援
助
隊
は
悪
い
条
件
の
下
、
良
く

頑
張
っ
た
が
、
結
果
的
に
は
一
人
の
生
存
者
も

救
出
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
日
本
の
援
助

隊
の
活
躍
は
現
地
の
人
々
、
中
国
政
府
関
係
者

か
ら
、
評
価
さ
れ
、
大
変
感
謝
さ
れ
た
。
5
月

21
日
開
か
れ
た
衆
議
院
外
務
委
員
会
で
、
民
主

党
の
武
正
公
一
議
員（
埼
玉
1
区
）が
こ
の
問
題

を
、
取
り
上
げ
た
。
武
正
議
員
は
「
緊
急
援
助

隊
に
は
本
当
に
大
変
な
働
き
を
し
て
い
た
だ
い

た
。
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。
今
回

の
緊
急
援
助
隊
の
派
遣
に
つ
い
て
の
ご
感
想
、

ご
所
見
を
伺
い
た
い
」
と
尋
ね
た
。
二
ノ
湯
政

務
官
は
「
発
生
直
後
に
行
け
ば
、
仮
定
の
話
で

す
が
、
何
名
か
の
人
命
が
救
助
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
た
と

え
一
人
の
生
存
者
も
救
出
出
来
な
か
っ
た
と
し

て
も
、
テ
レ
ビ
等
で
中
国
政
府
が
日
本
の
緊
急

援
助
隊
の
活
躍
に
深
い
敬
意
と
感
謝
の
気
持
を

表
し
て
い
る
こ
と
は
、
目
に
見
え
た
国
際
的
な

救
助
活
動
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
」
と
今
回
の
消
防
庁
を
中
心
と
す
る
国
際
緊

急
援
助
隊
の
働
き
を
称
え
た
。

地
方
自
治
体
の
第
3
セ
ク
タ
ー
や
地
場
企
業

を
救
済
す
る
た
め
の
地
域
力
再
生
機
構
法
が
、

通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
、
衆
議
院
内
閣
委
員
会

で
審
議
さ
れ
て
い
た
。
5
月
16
日
、
二
ノ
湯
政

務
官
は
質
問
者
・
民
主
党
の
西
村
智
奈
美
議
員

（
新
潟
1
区
）の
答
弁
者
と
し
て
、
衆
議
院
内
閣

委
員
会
か
ら
出
席
を
求
め
ら
れ
た
。
西
村
議
員

か
ら
は
、「
地
方
財
政
の
悪
化
の
要
因
は
、
バ

ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
経
済
立
て
直
し
の
た
め

に
、
地
方
自
治
体
に
も
協
力
を
要
請
し
た
国
の

責
任
が
大
き
い
と
思
う
。
地
域
力
再
生
機
構
は

地
方
財
政
の
建
て
直
し
に
果
た
し
て
有
効
な
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
る
か
。
支
援
対
象
と

な
る
第
3
セ
ク
タ
ー
の
情
報
開
示
が
ぜ
ひ
と
も

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
京
都
市
会
議
長
、

そ
し
て
全
国
市
議
会
議
長
会
会
長
の
経
験
者
と

し
て
、
率
直
に
ど
う
思
う
か
」
と
尋
ね
ら
れ

た
。
二
ノ
湯
政
務
官
は
「
地
域
力
再
生
機
構
に

よ
っ
て
、
地
方
経
済
が
再
生
す
る
か
、
自
治
体

の
3
セ
ク
は
じ
め
、
公
益
法
人
が
再
生
す
る
か

に
つ
い
て
は
、
私
は
厳
し
い
見
方
を
し
て
い
ま

す
。
そ
う
簡
単
に
上
手
く
い
く
と
は
思
い
ま
せ

ん
。
3
セ
ク
が
地
方
議
会
の
審
議
の
対
象
外
に

あ
っ
た
こ
と
は
良
く
な
い
こ
と
で
、
自
治
体
が

債
務
保
証
を
し
て
い
る
以
上
、
出
来
る
限
り
情

報
公
開
し
て
、
議
会
の
審
議
対
象
、
監
視
対
象

に
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
」
と
答
弁
し
た
。

西
村
議
員
の
質
問
は
想
定
問
答
集
に
な
い
予
定

外
の
質
問
が
多
く
、
二
ノ
湯
政
務
官
も
最
初
は

戸
惑
っ
た
が
、
徐
々
に
落
ち
着
い
て
日
頃
の
持

論
を
述
べ
た
。
よ
ほ
ど
自
信
の
あ
る
答
弁
者
以

外
、
委
員
会
で
の
答
弁
は
、
失
敗
を
恐
れ
て
、

官
僚
が
作
っ
た
答
弁
書
を
読
み
上
げ
る
の
が
慣

例
に
な
っ
て
い
る
。
政
務
官
は
政
治
家
で
あ

る
。
政
治
家
は
立
て
板
に
水
の
如
く
話
せ
な
く

て
も
、
自
分
の
言
葉
で
、
自
ら
の
考
え
で
答
弁

す
る
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

混
乱
と
飢
え
が
続
く
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
経
済

発
展
を
図
り
、
平
和
と
安
定
の
実
現
を
目
指
す

第
4
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議（
テ
ィ
カ
ド
4
）が
、

5
月
28
日
～
30
日
の
3
日
間
、
横
浜
市
で
開
催

さ
れ
た
。
こ
の
国
際
会
議
は
、
日
本
政
府
、
国

連
、
国
連
開
発
計
画
、
世
界
銀
行
の
共
同
開

催
で
5
年
に
一
度
、
日
本
で
開
か
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
共
同
開
催
と
は
い
え
日
本
政
府

ラ
レ
オ
ネ
共
和
国
・
コ
ロ
マ
大
統
領
、
ガ
ン
ヌ
ー

シ
・
チ
ュ
ニ
ジ
ア
首
相
、
エ
ル
・
フ
ァ
シ
・
モ

ロ
ッ
コ
首
相
と
の
懇
談
、
ラ
ヴ
ァ
ル
・
マ
ナ
ナ
・

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
大
統
領
主
催
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、

ケ
ブ
ー
ザ
・
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
大
統
領
と
の
晩
餐

会
と
夜
遅
く
ま
で
各
国
政
府
関
係
者
と
意
見
を

交
わ
し
た
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
ハ
シ
ェ
ッ
ド
駐
日

大
使
か
ら
風
光
明
媚
な
歴
史
都
市
カ
ル
タ
ゴ
と

い
る
裏
側
で
は
、
活
発
な
議
員
外
交
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
。
参
議
院
外
交
調
査
会（
矢
野
哲
朗

会
長
）で
は
、
矢
野
会
長
が
横
浜
の
宿
舎
に
泊

ま
り
込
ん
で
、
各
国
首
脳
と
精
力
的
に
議
員
外

交
を
行
っ
た
。
二
ノ
湯
議
員
も
国
会
の
日
程
を

縫
っ
て
、
首
脳
と
の
朝
食
会
、
会
合
、
晩
餐
会

に
出
席
し
た
。
25
日
の
レ
ソ
ト
王
国
の
モ
シ
シ

リ
首
相
の
昼
食
会
、
29
日
に
は
、
ケ
ニ
ア
の
ケ

ン
ジ
ョ
ン
電
力
会
社
総
裁
と
の
朝
食
会
、
シ
エ

さ
れ
た
。
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
大
統
領
と
の
晩
餐
会

で
は
、
２
０
１
５
年
に
開
か
れ
る
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
の
世
界
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
の
開
催
地
を
決
め

る
会
合
が
近
く
行
わ
れ
る
が
日
本
開
催
が
決
ま

れ
ば
山
口
県
に
な
る
の
で
、
出
席
し
て
い
た
岸

信
夫
参
議
院
議
員（
山
口
選
挙
区
・
安
倍
晋
三

氏
の
弟
）は
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
1
票
を
是
非
日
本

へ
と
陳
情
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
大
統
領
は
日

本
を
支
持
す
る
こ
と
に
対
し
て
口
約
束
を
し
た
。

京
都
市
と
の
間
に
是

非
友
好
盟
約
を
結
び

た
い
と
の
提
案
が
な

の
主
催
と
言
っ
て
よ

い
。
公
式
な
政
府
間

会
議
が
展
開
さ
れ
て
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第
115
回

全
国
人
事
委
員
会
連
合
会
総
会

5
、
6
月
は
各
種
団
体
の
総
会
シ
ー
ズ
ン
。

総
務
省
関
係
の
関
連
団
体
は
数
が
多
く
、
大

臣
、
副
大
臣
、
そ
し
て
政
務
官
と
手
分
け
し
て

会
合
に
出
席
す
る
。
二
ノ
湯
政
務
官
も
大
臣
祝

辞
の
代
読
、
政
務
官
と
し
て
の
祝
辞
と
結
構
忙

し
い
日
々
を
送
っ
た
。

わ
が
国
は
、
今
急
速
に
少
子
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
。
日
本
の
将
来
を
支
え
る
次
世
代
の
育

成
は
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
地
方
と
都

市
の
格
差
是
正
も
差
し
迫
っ
た
課
題
で
あ
り
、

福
田
内
閣
は
「
地
方
の
元
気
が
日
本
の
元
気
」

を
基
本
理
念
に
地
方
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
未
来
を
担
う
子
供
た

ち
が
、
農
山
漁
村
に
お
い
て
自
然
体
験
を
行
う

こ
と
は
教
育
上
、
大
変
い
い
効
果
が
期
待
さ
れ

る
。
一
方
、
子
供
の
受
け
入
れ
を
通
じ
て
、
農

山
漁
村
の
活
性
化
に
も
大
い
に
役
立
つ
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
総
務
省
、
文
部
科
学

省
、
農
林
水
産
省
お
よ
び
地
方
団
体
が
連
携
し

て
、
今
年
か
ら
「
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
始
ま
っ
た
。
5
年
後
に
は
全
国

の
全
て
の
小
学
校
に
お
い
て
、
5
年
生
を
対
象

に
4
泊
5
日
の
日
程
で
宿
泊
体
験
を
さ
せ
る
予

定
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
成
功
す
る

に
は
保
護
者
、
学
校
関
係
者
、
受
け
入
れ
自
治

体
の
協
力
が
是
非
と
も
必
要
で
あ
る
。
5
月
19

日
、
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ス
タ
ー

ト
を
記
念
し
て
、
発
足
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

行
わ
れ
、
二
ノ
湯
政
務
官
は
総
務
省
を
代
表
し

て
祝
辞
を
述
べ
た
。

自
治
体
病
院
は
地
域
の
住
民
に
身
近
な
医
療

機
関
と
し
て
、
救
急
医
療
や
高
度
な
医
療
を
担
う

基
幹
病
院
あ
る
い
は
中
核
的
病
院
と
し
て
、
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
、
全
国
自
治

体
病
院
の
4
分
の
3
が
赤
字
と
な
る
な
ど
、
厳
し

い
経
営
環
境
に
あ
る
。
夕
張
市
の
か
っ
て
の
市
民

病
院
を
見
る
ま
で
も
な
く
、
破
綻
寸
前
の
病
院
も

少
な
く
な
い
。
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
で
は
自
治
体

病
院
に
、
多
額
の
予
算
を
繰
り
入
れ
て
お
り
、
自

治
体
財
政
を
か
な
り
圧
迫
し
て
い
る
。
も
し
、
病

院
の
稼
働
率
が
3
年
連
続
で
70
％
を
切
る
よ
う
な

こ
と
が
あ
れ
ば
、
病
院
は
診
療
所
ま
た
は
老
人
保

政
務
官
は
祝

辞
を
述
べ
、

地
域
医
療
の

発
展
と
健
全

経
営
に
貢
献

し
た
病
院
に

対
し
て
総
務

大
臣
の
表
彰

状
を
授
与
し

た
。

健
施
設
へ
転
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
各
自
治

体
病
院
の
開
設
者
、
院
長
、
管
理
者
の
経
営
責
任

は
非
常
に
重
い
。
去
る
5
月
29
日
、
全
国
自
治
体

病
院
連
絡
協
議
会
定
時
総
会
が
開
か
れ
、
二
ノ
湯

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
取
り
巻
く
環
境
は
目
ま
ぐ

る
し
く
変
化
し
て
い
る
。
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
代
表

さ
れ
る
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
利
用
が
着
実
に
普
及

し
、
今
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
生
活
に
と
っ
て
不
可

欠
な
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
、
迷
惑
、
有
害
メ
ー

ル
の
送
信
な
ど
影
の
部
分
へ
の
対
応
も
課
題
で
あ

る
。
5
月
30
日
、「
特
定
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
の
適

正
化
等
に
関
す
る
法
案
」、
い
わ
ゆ
る
迷
惑
メ
ー
ル

法
の
改
正
案
が
国
会
で
成
立
し
た
。
こ
の
法
案
の

改
正
過
程
で
、
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ａ（
日
本
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
協
会
）の
大
き
な
協
力
が
あ
っ

た
。
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ａ
は
、
子
供
た
ち
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
安
心
、
安
全
に
利
用
す
る
た
め
に
、
保

護
者
、
教
職
員
向
け
の
講
座
を
開
設
、
講
師
を
派

遣
す
る
な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
の
縁
の
下

の
働
き
を
し
て
い
る
。
6
月
5
日
、
協
会
の
平
成

20
年
定
時
総
会
・
懇
親
会
が
開
か
れ
、
二
ノ
湯
政

務
官
は
来
賓
と
し
て
招
か
れ
、
祝
辞
を
述
べ
た
。

6
月
6
日
、
都
道
府
県
、
政
令
指
定
都
市
、

そ
し
て
東
京
都
特
別
区
の
人
事
委
員
が
出
席
し

て
全
国
人
事
委
員
会
連
合
会
の
総
会
が
東
京
都

庁
の
大
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。
昭
和
26
年
に
地

方
公
務
員
法
が
施
行
さ
れ
て
以
来
、
公
平
な
人

事
行
政
に
よ
っ
て
、
地
方
自
治
の
発
展
に
、
人

事
委
員
会
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

最
近
、
一
部
の
自
治
体
の
職
員
に
よ
る
不
祥
事

が
発
覚
、
全
国
の
自
治
体
で
同
様
な
こ
と
が
行

わ
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
を
持
た
れ
て
お
り
、

国
民
、
市
民
の
公
務
員
を
見
る
目
は
厳
し
く

な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
中
立
で
第
三

者
の
立
場
の
人
事
委
員
会
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
。
二
ノ
湯
政
務
官
は
来
賓
と
し
て
招
か
れ
、

祝
辞
を
述
べ
た
後
、
長
年
人
事
委
員
と
し
て
尽

力
さ
れ
た
方
に
総
務
大
臣
の
表
彰
状
を
授
与
し

た
。

ウ
イ
ー
ク
」
と
定
め
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
を
な

く
す
た
め
に
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。
今
で
は
全

国
約
90
％
の
自
治
体
が
参
加
し
、
警
察
、
市
民

団
体
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
監
視
活
動
、
啓
発

運
動
を
展
開
し
た
結
果
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が

非
常
に
少
な
く
な
り
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て

い
る
。
6
月
3
日
、
全
国
都
市
会
館
で
、
多
く

の
市
長
、
自
治
体
関
係
者
が
参
加
し
て
、
全
国

市
長
会
主
催
の
「
第
3
回
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
開
催
さ
れ
た
。
二
ノ
湯
政
務
官
は
来
賓
と
し

て
祝
辞
を
述
べ
た
。

今
日
地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
環

境
問
題
は
国
際
的
な
広
が
り
を
見

せ
て
い
る
。
7
月
の
北
海
道
洞
爺

湖
サ
ミ
ッ
ト
で
も
地
球
温
暖
化
の

防
止
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て

お
り
、
環
境
問
題
は
国
民
的
に
大

き
な
関
心
事
と
な
っ
て
い
る
。
全

国
市
長
会
で
は
、
平
成
18
年
か

ら
、
5
月
30
日（
ゴ
ミ
ゼ
ロ
の
日
）

～
6
月
5
日（
環
境
の
日
）ま
で
の

1
週
間
を
「
ゴ
ミ
不
法
投
棄
防
止

忙
し
い
政
務
官
の
仕
事

子
ど
も
農
山
漁
村

交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

全
国
自
治
体
病
院
協
議
会

定
時
総
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
協
会定

時
総
会

第3回「環境フォーラム」
ゴミ不法投棄防止を

話し合う
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自
民
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過
疎
対
策
特
別
委
員
会

丹
波
篠
山
の
過
疎
集
落
を
視
察

・日　　時：6月29日㈰　（小雨決行）
・集合時刻：午前9時（時間厳守）
・集合場所：京都産業会館前（四条烏丸西入）
・コ ー ス：室町通→六角堂→東洞院通→錦通→

錦天神→誓願寺→寺町通→梨木神社→
京都御所内→閑院宮邸前解散

⃝�梅雨の時季にあたり、一部アーケードのあるところを
取り入れています
　町中の社寺にも立ち寄ります。是非ご参加ください。

（当日）☎090-1956-7460

第182回
みんなで歩こう湯歩会 歩

く
こ
と
は健康
の
基
本

第181回
みんなで歩こう湯歩会（参加者68名）

京都府立植物園にて

香美町小代区神場で

一
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
サ
イ
ク
ロ
ン
に
よ
る
被
害

は
甚
大
で
、
10
万
人
以
上
の
死
者
・
行
方
不
明

者
が
出
た
。
多
く
の
人
が
家
を
失
い
、
医
療
品

や
食
べ
る
物
さ
え
な
く
、
苦
し
み
に
あ
え
い
で

い
る
。
そ
れ
で
も
軍
事
政
権
は
外
国
の
援
助
を

拒
み
続
け
た
。
国
民
の
命
よ
り
も
政
権
維
持
が

大
事
だ
と
は
、
不
幸
な
国
家
で
あ
る
。

一
、
わ
が
マ
ン
シ
ョ
ン
で
女
子
中
学
生
の
言
葉

が
気
に
な
っ
た
。「
飯
を
喰
い
に
行
こ
う
か
」

と
話
し
て
い
た
の
で
、
注
意
を
し
た
ら
、
彼
女

た
ち
曰
く
、「
男
の
子
も
同
じ
よ
う
に
言
っ
て

い
る
の
に
、
何
が
悪
い
」
と
喰
っ
て
掛
か
っ
て

き
た
。
男
女
平
等
教
育
が
も
た
ら
し
た
弊
害
で

あ
る
。

「えとす」購読のお願い

口座名：みんなで政治を考える会

ホームページを開設いたしました

毎月一回の発行です。
月刊誌「えとす」は

毎月ご希望の方は、郵便口座振替にて、
ぜひお申し込み下さい
年間購読料　1200円

郵便振替口座　01000－4－62360

二ノ湯さとし事務所
電話　075-315-2228

̶　お問い合わせ先　̶

http://www.ninoyusatoshi.com

地
域
間
格
差
の
解
消
は
、
政
治
の
大
き
な
課

題
で
あ
る
。
過
去
37
年
間
、
過
疎
地
域
自
立
促

進
特
別
措
置
法（
過
疎
法
）に
よ
っ
て
、
全
国
の

過
疎
地
域
は
、
上
水
、
下
水
、
道
路
な
ど
生
活

の
基
盤
整
備
は
大
き
く
前
進
し
た
。
し
か
し
、

人
口
減
少
に
は
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
高
齢
化

が
進
行
し
、
日
常
の
生
活
機
能
さ
え
失
わ
れ
つ

つ
あ
る
。
こ
の
ま
ま
の
状
態
が
進
め
ば
遅
か

れ
、
早
か
れ
集
落
が
維
持
で
き
ず
、
消
滅
の
危

機
が
迫
っ
て
い
る
。
自
民
党
の
過
疎
対
策
特
別

委
員
会（
山
口
俊
一
委
員
長
）で
は
、
全
国
各
地

の
過
疎
集
落
を
視
察
し
て
い
る
。
5
月
26
日
、

兵
庫
県
香
美
町
小
代
区
神
場
、
養
父
市
高
中
地

区
の
2
ヵ
所
を
訪
れ
た
。
小
代
区
神
場
は
22
世

帯
、
51
人
、
高
齢
化
率
68
・
6
％
の
豪
雪
地

帯
。
養
父
市
高
中
は
14
世
帯
、
28
人
、
高
齢
化

率
82
・
14
％
と
ま
さ
に
お
年
寄
り
の
集
落
。
高

中
地
区
は
、
昔
か
ら
そ
ば
を
栽
培
し
て
き
た
。

そ
ば
を
利
用
し
て
、
女
性
と
高
齢
者
で
食
堂
の

経
営
を
始
め
、
味
も
も
て
な
し
も
良
い
と
評
判

が
高
く
、
繁
盛
し
て
い
る
。
視
察
を
終
え
た

後
、
養
父
市
の
「
但
馬
長
寿
の
郷
」
で
、
兵
庫

県
、
京
都
府
の
過
疎
地
域
を
か
か
え
る
自
治
体

関
係
者
と
意
見
交
換
を
し
た
。
過
疎
地
域
に
共

通
す
る
要
望
は
、
医
師
の
確
保
、
住
民
の
足
の

確
保
、
地
デ
ジ
対
策
、
人
口
減
少
防
止
、
鳥
獣

駆
除
な
ど
。
自
治
体
関
係
者
は
こ
れ
ら
の
問
題

解
決
の
た
め
に
、
2
年
後
、
現
在
の
過
疎
法
に

代
わ
っ
て
新
し
く
制
定
さ
れ
る
過
疎
法
に
、
地

方
の
切
実
な
声
を
ぜ
ひ
反
映
さ
せ
て
も
ら
い
た

い
と
、
出
席
の
国
会
議
員
に
強
く
訴
え
た
。

一
、
大
相
撲
の
白
鵬
と
朝
青
龍
の
戦
い
。
勝
負

は
朝
青
龍
に
決
ま
っ
た
が
、
感
情
剥
き
出
し
で

の
土
俵
上
の
小
競
り
合
い
。
相
撲
史
上
そ
ん
な

こ
と
が
あ
っ
た
の
か
、
な
か
っ
た
の
か
知
ら
な

い
が
、
天
下
の
横
綱
同
士
の
争
い
。
全
く
お
粗

末
極
ま
り
な
い
。
相
撲
道
も
地
に
墜
ち
た
。

一
、
秋
葉
原
の
歩
行
者
天
国
が
通
り
魔
殺
人
に

よ
っ
て
一
瞬
に
し
て
修
羅
場
と
な
っ
た
。
日
曜

日
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
た
、
全
く

罪
の
な
い
人
が
突
然
死
に
追
い
や
ら
れ
、
無
残

に
夢
や
希
望
が
断
た
れ
た
。
絶
対
に
許
せ
な
い

極
悪
非
道
な
殺
人
で
あ
る
。
犯
人
に
は
少
し
の

弁
解
の
余
地
は
な
い
。

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動を
ご支援いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張に

ご賛同いただき、ご入会下さいますようお
願い申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1万円

入会申込・お問い合わせ先

二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228


